
(57)【要約】

　【課題】　温風暖房機における着火、消火時の臭気の

効率的な捕集とマイナスイオン発生による室内環境の改

善により、快適性の高い暖房装置を提供する。

　【解決手段】　本体背面に設けた送風ファン１５と、

燃料を気化して燃焼させる燃焼部１１と、この燃焼部１

１を覆い上方に開口部を有する燃焼筒１２と、この燃焼

筒１２を覆い前記送風ファン１５からの室内空気と燃焼

ガスを混合し温風経路を形成するダクト１３と、このダ

クト１３からの温風を室内に排出する第１吹出口１４と

、前記第１吹出口１４より上方に設け前記ダクト１３に

連通させた第２の吹出口１８とを備え、前記ダクト１３

には第２の吹出口１８と連通した連通口１３ａを設け、

この連通口１３ａの下流側にマイナスイオン発生手段１

６を配設するとともに、前記マイナスイオン発生手段１

６と第２吹出口１８の間に未燃ガス吸着体１９を配設し

てある。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
本 体 背 面 に 設 け た 送 風 フ ァ ン と 、 燃 料 を 気 化 し て 燃 焼 さ せ る 燃 焼 部 と 、 こ の 燃 焼 部 を 覆 い
上 方 に 開 口 部 を 有 す る 燃 焼 筒 と 、 こ の 燃 焼 筒 を 覆 い 前 記 送 風 フ ァ ン か ら の 室 内 空 気 と 燃 焼
ガ ス を 混 合 し 温 風 経 路 を 形 成 す る ダ ク ト と 、 こ の ダ ク ト か ら の 温 風 を 室 内 に 排 出 す る 第 １
吹 出 口 と 、 前 記 第 １ 吹 出 口 よ り 上 方 に 設 け 前 記 ダ ク ト に 連 通 さ せ た 第 ２ の 吹 出 口 と を 備 え
、 前 記 ダ ク ト に は 第 ２ の 吹 出 口 と 連 通 し た 連 通 口 を 設 け 、 こ の 連 通 口 の 下 流 側 に マ イ ナ ス
イ オ ン 発 生 手 段 を 配 設 す る と と も に 、 前 記 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 と 第 ２ 吹 出 口 の 間 に 未
燃 ガ ス 吸 着 体 を 配 設 し た 暖 房 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 と 第 ２ 吹 出 口 の 間 に 設 け た 未 燃 ガ ス 吸 着 体 に 触 媒 を 担 持 さ せ た 請
求 項 １ 記 載 の 暖 房 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
燃 焼 部 の 着 火 時 、 消 火 時 に 送 風 フ ァ ン を 停 止 し 、 燃 焼 部 で 発 生 し た 燃 焼 ガ ス が ド ラ フ ト に
よ り 第 ２ 吹 出 口 か ら 排 出 す る よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 暖 房 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 と 第 ２ 吹 出 口 の 間 に 設 け た 未 燃 ガ ス 吸 着 体 は 、 流 路 抵 抗 が 少 な く
な る ハ ニ カ ム 形 状 に す る と と も に 、 前 記 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 に 対 し て 傾 斜 を 有 し て 取
り 付 け 、 ハ ニ カ ム 状 開 口 の 延 長 線 上 に 第 ２ 吹 出 口 と マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 が 重 な ら な い
よ う に 配 設 し た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 暖 房 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
ダ ク ト と 第 ２ 吹 出 口 の 連 通 路 に 所 定 の 開 口 を 有 し た 遮 熱 板 を 配 設 し た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず
れ か １ 項 記 載 の 暖 房 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 室 内 空 気 と 高 温 ガ ス を 混 合 し た 暖 房 に 用 い る 暖 房 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 の 暖 房 装 置 は 図 ３ に 示 す よ う に 、 タ ン ク １ に カ ー ト リ ッ ジ タ ン ク ２ か ら 燃
料 が 供 給 さ れ 、 同 タ ン ク １ の 燃 料 は ポ ン プ ３ に よ っ て 気 化 部 ４ に 供 給 さ れ る 。 そ し て こ の
気 化 部 ４ で 気 化 さ れ て 燃 料 ガ ス と な り 、 燃 焼 部 ５ へ 供 給 さ れ 、 そ こ で 燃 焼 さ れ る 。 生 じ た
燃 焼 ガ ス は 、 燃 焼 部 ５ の 周 囲 を 覆 う よ う に 配 設 さ れ た 燃 焼 筒 ６ で 上 方 へ 導 か れ 、 上 記 燃 焼
筒 ６ を 覆 っ た ダ ク ト ７ で 送 風 機 ８ か ら の 室 内 空 気 流 と 混 合 さ れ 、 温 風 と し て 排 出 さ れ て 暖
房 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 上 記 の よ う な 暖 房 機 に お い て 、 近 年 、 室 内 環 境 の 改 善 を 目 的 と し て マ イ ナ ス イ
オ ン を 発 生 す る 機 能 を 内 蔵 し た 機 器 が 開 発 さ れ て お り 、 そ の 具 体 的 手 段 は マ イ ナ ス イ オ ン
を 発 生 す る 物 質 、 例 え ば 複 合 セ ラ ミ ッ ク を 送 風 経 路 に 設 け た も の が 主 流 で あ る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ １ １ ２ ３ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 上 記 の マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 を 設 け て い な い 温 風 暖 房 装 置 は 、 主 に 冬 場
の 室 内 の 暖 房 に 使 わ れ る た め 、 締 め 切 っ た 部 屋 で 長 時 間 使 わ れ て 、 室 内 環 境 と し て は 、 室
内 温 度 は 設 定 し た 温 度 に 保 た れ る も の の 、 空 質 と い う 面 で は あ ま り よ く な い 場 合 の 使 わ れ
方 が 多 く 、 ホ コ リ っ ぽ か っ た り 、 炭 酸 ガ ス 等 が 増 え 、 つ ま り 、 室 内 の 空 気 に 含 ま れ る 、 喫
煙 成 分 、 臭 気 、 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 等 の Ｖ Ｏ Ｃ 、 そ の 他 の 化 学 物 質 、 一 酸 化 炭 素 、 二 酸 化 炭
素 、 オ ゾ ン 、 細 菌 ・ か び ・ ウ イ ル ス と い っ た 微 生 物 の 蓄 積 、 ま た そ し て 、 マ イ ナ ス イ オ ン
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の 減 少 な ど が 生 じ る と い う 悪 環 境 で の 使 わ れ 方 を な さ れ る 場 面 が 多 々 想 定 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 上 述 の 従 来 例 の 暖 房 熱 源 を 燃 焼 熱 を 用 い た も の に お い て は 、 燃 焼 の 炎 プ ラ ズ マ 効
果 に よ っ て 、 多 量 の プ ラ ス イ オ ン と マ イ ナ ス イ オ ン を ほ ぼ 同 量 発 生 す る が 、 マ イ ナ ス イ オ
ン は 室 内 の ホ コ リ 等 に よ っ て 早 く 消 失 す る の で 、 結 果 的 に 、 室 内 の プ ラ ス イ オ ン と マ イ ナ
ス イ オ ン の バ ラ ン ス が 崩 れ 、 プ ラ ス イ オ ン と マ イ ナ ス イ オ ン の イ オ ン 比 が 大 き く な り 過 ぎ
て い ま い 、 室 内 温 度 は 設 定 し た 温 度 に 保 た れ る も の の 、 室 内 環 境 が 悪 化 す る 心 配 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 温 風 吹 出 口 に マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 す る 物 質 を 取 り 付 け た も の に あ っ て は 、 所 定
量 の マ イ ナ ス イ オ ン を 確 保 し よ う と す る 場 合 、 か な り 大 き な 容 積 を 必 要 と し 温 風 吹 出 口 全
体 に マ イ ナ ス イ オ ン を 発 生 す る 物 質 を 配 設 す る こ と に な る 。 こ の 場 合 、 温 風 吹 出 口 で 風 路
抵 抗 が 増 大 し 適 正 な 風 量 が 確 保 で き な く な っ た り 、 機 器 内 の 温 度 が 異 常 に 上 昇 す る 等 の 問
題 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 ダ ク ト か ら の 温 風 を 室 内 に 排 出 す る 第 １ 吹 出 口 よ り 上 方 に 設 け 、 前 記
ダ ク ト に 連 通 さ せ た 第 ２ 吹 出 口 か ら 空 気 流 の 一 部 を 排 出 し て 、 室 内 全 体 を よ り 均 一 に 暖 房
す る と と も に 、 マ イ ナ ス イ オ ン を 効 率 よ く 多 量 に 発 生 さ せ 補 充 す る こ と で 、 プ ラ ス イ オ ン
と マ イ ナ ス イ オ ン の バ ラ ン ス を 改 善 さ せ 、 か つ 、 着 火 時 と 消 火 時 の 臭 気 を 低 減 さ せ て 、 室
内 空 気 を 高 品 位 に 保 ち つ つ 室 内 全 体 も 暖 房 す る こ と の で き る 快 適 性 の 高 い 暖 房 装 置 の 実 現
を 目 的 と し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 体 背 面 に 設 け た 送 風 フ ァ ン と 、 燃 料 を 気 化 し て 燃
焼 さ せ る 燃 焼 部 と 、 こ の 燃 焼 部 を 覆 い 上 方 に 開 口 部 を 有 す る 燃 焼 筒 と 、 こ の 燃 焼 筒 を 覆 い
前 記 送 風 フ ァ ン か ら の 室 内 空 気 と 燃 焼 ガ ス を 混 合 し 温 風 経 路 を 形 成 す る ダ ク ト と 、 こ の ダ
ク ト か ら の 温 風 を 室 内 に 排 出 す る 第 １ 吹 出 口 と 、 前 記 第 １ 吹 出 口 よ り 上 方 に 設 け 前 記 ダ ク
ト に 連 通 さ せ た 第 ２ の 吹 出 口 と を 備 え 、 前 記 ダ ク ト に は 第 ２ の 吹 出 口 と 連 通 し た 連 通 口 を
設 け 、 こ の 連 通 口 の 下 流 側 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 を 配 設 す る と と も に 、 前 記 マ イ ナ ス
イ オ ン 発 生 手 段 と 第 ２ 吹 出 口 の 間 に 未 燃 ガ ス 吸 着 体 を 配 設 し た 構 成 と し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 吹 出 口 に 加 え 第 ２ 吹 出 口 を 追 加 し て 設 け て あ る の で 、 送 風 機 か
ら の 室 内 空 気 流 の 排 出 面 積 が 増 加 し て 通 気 抵 抗 が 減 少 し 、 そ の 分 、 送 風 機 の 室 内 空 気 を 吸
い 込 む 能 力 、 す な わ ち 送 風 機 の 送 風 量 が 増 大 す る よ う に な り 、 室 内 の 気 流 分 布 及 び 温 度 分
布 の 均 一 化 が 促 進 さ れ 、 快 適 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ 吹 出 口 と 連 通 し た 連 通 口 の 下 流 側 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 を 配 設 し て あ る
の で 、 閉 め 切 っ た 部 屋 で 長 時 間 使 用 さ れ て も マ イ ナ ス イ オ ン が 補 充 さ れ 、 プ ラ ス イ オ ン と
マ イ ナ ス イ オ ン の 比 が 大 き く な り す ぎ る の を 防 止 で き 、 室 内 空 気 を 高 品 位 に 保 ち つ つ 室 内
全 体 も 暖 房 す る こ と の で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 空 気 流 路 の 適 所 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 を 配 設 し て あ る の で 、 マ イ ナ ス イ オ
ン 発 生 手 段 か ら 放 出 さ れ た マ イ ナ ス イ オ ン を 温 風 に よ っ て 部 屋 全 体 に ま で 到 達 さ せ る こ と
が で き る よ う に な り 、 マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 を よ り 効 果 的 に 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 と 第 ２ 吹 出 口 の 間 に 未 燃 ガ ス 吸 着 体 を 配 設 し て あ る の で
、 着 火 時 、 消 火 時 に 発 生 す る 未 燃 ガ ス を 効 果 的 に 吸 着 さ せ る こ と が で き 、 臭 気 低 減 効 果 も
兼 ね 備 え た も の と な り 、 使 用 感 が 向 上 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 吹 出 口 に 加 え 第 ２ 吹 出 口 を 追 加 し て 設 け て あ る の で
、 送 風 機 か ら の 室 内 空 気 流 の 排 出 面 積 が 増 加 し て 通 気 抵 抗 が 減 少 し 、 そ の 分 、 送 風 機 の 室
内 空 気 を 吸 い 込 む 能 力 、 す な わ ち 送 風 機 の 送 風 量 が 増 大 す る よ う に な り 、 室 内 の 気 流 分 布
及 び 温 度 分 布 の 均 一 化 が 促 進 さ れ 、 快 適 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 第 ２ 吹 出 口 と 連 通 し た 連 通 口 の 下 流 側 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 を 配 設 し て あ る
の で 、 閉 め 切 っ た 部 屋 で 長 時 間 使 用 さ れ て も マ イ ナ ス イ オ ン が 補 充 さ れ 、 プ ラ ス イ オ ン と
マ イ ナ ス イ オ ン の 比 が 大 き く な り す ぎ る の を 防 止 で き 、 室 内 空 気 を 高 品 位 に 保 ち つ つ 室 内
全 体 も 暖 房 す る こ と の で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 空 気 流 路 の 適 所 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 を 配 設 し て あ る の で 、 マ イ ナ ス イ オ
ン 発 生 手 段 か ら 放 出 さ れ た マ イ ナ ス イ オ ン を 温 風 に よ っ て 部 屋 全 体 に ま で 到 達 さ せ る こ と
が で き る よ う に な り 、 マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 を よ り 効 果 的 に 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 と 第 ２ 吹 出 口 の 間 に 未 燃 ガ ス 吸 着 体 を 配 設 し て あ る の で
、 着 火 時 、 消 火 時 に 発 生 す る 未 燃 ガ ス を 効 果 的 に 吸 着 さ せ る こ と が で き 、 臭 気 低 減 効 果 も
兼 ね 備 え た も の と な り 、 使 用 感 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 暖 房 装 置 は 、 本 体 背 面 に 設 け た 送 風 フ ァ ン と 、 燃 料 を 気 化 し て 燃 焼 さ せ
る 燃 焼 部 と 、 こ の 燃 焼 部 を 覆 い 上 方 に 開 口 部 を 有 す る 燃 焼 筒 と 、 こ の 燃 焼 筒 を 覆 い 前 記 送
風 フ ァ ン か ら の 室 内 空 気 と 燃 焼 ガ ス を 混 合 し 温 風 経 路 を 形 成 す る ダ ク ト と 、 こ の ダ ク ト か
ら の 温 風 を 室 内 に 排 出 す る 第 １ 吹 出 口 と 、 前 記 第 １ 吹 出 口 よ り 上 方 に 設 け 前 記 ダ ク ト に 連
通 さ せ た 第 ２ の 吹 出 口 と を 備 え 、 前 記 ダ ク ト に は 第 ２ の 吹 出 口 と 連 通 し た 連 通 口 を 設 け 、
こ の 連 通 口 の 下 流 側 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 を 配 設 す る と と も に 、 前 記 マ イ ナ ス イ オ ン
発 生 手 段 と 第 ２ 吹 出 口 の 間 に 未 燃 ガ ス 吸 着 体 を 配 設 し た 構 成 に 特 徴 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 第 １ 吹 出 口 に 加 え 第 ２ 吹 出 口 を 追 加 し て 設 け て あ る の で 、 送 風 機 か ら の 室 内 空
気 流 の 排 出 面 積 が 増 加 し て 通 気 抵 抗 が 減 少 し 、 そ の 分 、 送 風 機 の 室 内 空 気 を 吸 い 込 む 能 力
、 す な わ ち 送 風 機 の 送 風 量 が 増 大 す る よ う に な り 、 室 内 の 気 流 分 布 及 び 温 度 分 布 の 均 一 化
が 促 進 さ れ 、 快 適 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ 吹 出 口 と 連 通 し た 連 通 口 の 下 流 側 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 を 配 設 し て あ る
の で 、 閉 め 切 っ た 部 屋 で 長 時 間 使 用 さ れ て も マ イ ナ ス イ オ ン が 補 充 さ れ 、 プ ラ ス イ オ ン と
マ イ ナ ス イ オ ン の 比 が 大 き く な り す ぎ る の を 防 止 で き 、 室 内 空 気 を 高 品 位 に 保 ち つ つ 室 内
全 体 も 暖 房 す る こ と の で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 空 気 流 路 の 適 所 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 を 配 設 し て あ る の で 、 マ イ ナ ス イ オ
ン 発 生 手 段 か ら 放 出 さ れ た マ イ ナ ス イ オ ン を 温 風 に よ っ て 部 屋 全 体 に ま で 到 達 さ せ る こ と
が で き る よ う に な り 、 マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 を よ り 効 果 的 に 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 と 第 ２ 吹 出 口 の 間 に 未 燃 ガ ス 吸 着 体 を 配 設 し て あ る の で
、 着 火 時 、 消 火 時 に 発 生 す る 未 燃 ガ ス を 効 果 的 に 吸 着 さ せ る こ と が で き 、 臭 気 低 減 効 果 も
兼 ね 備 え た も の と な り 、 使 用 感 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 暖 房 装 置 は 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 と 第 ２ 吹 出 口 の 間 に 設 け た
未 燃 ガ ス 吸 着 体 に 触 媒 を 担 持 さ せ た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 で 活 性 化 さ せ た 触 媒 に よ り 、 着 火 時 、 消 火 時 に 発 生 す る 未
燃 ガ ス の 吸 着 性 能 は さ ら に 向 上 し 、 臭 気 低 減 効 果 も 増 大 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 暖 房 装 置 は 、 燃 焼 部 の 着 火 時 、 消 火 時 に 送 風 フ ァ ン を 停 止 し 、 燃
焼 部 で 発 生 し た 燃 焼 ガ ス が ド ラ フ ト に よ り 第 ２ 吹 出 口 か ら 排 出 す る よ う に 構 成 し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 着 火 時 、 消 火 時 に 送 風 フ ァ ン を 一 時 的 に 停 止 す る こ と で 、 燃 焼 部 で 発 生 し た 燃
焼 ガ ス は ダ ク ト よ り 出 た 後 、 ド ラ フ ト 作 用 で 第 ２ 吹 出 口 か ら 室 内 に 排 出 さ れ る こ と に な り
、 こ の 排 出 経 路 に 設 け た 未 燃 ガ ス 吸 着 体 に よ っ て 臭 気 の も と に な る 未 燃 ガ ス を 効 率 的 に 捕
集 す る こ と が で き 、 臭 気 低 減 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 暖 房 装 置 は 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 と 第 ２ 吹 出 口 の 間 に 設 け た
未 燃 ガ ス 吸 着 体 は 、 流 路 抵 抗 が 少 な く な る ハ ニ カ ム 形 状 に す る と と も に 、 前 記 マ イ ナ ス イ
オ ン 発 生 手 段 に 対 し て 傾 斜 を 有 し て 取 り 付 け 、 ハ ニ カ ム 状 開 口 の 延 長 線 上 に 第 ２ 吹 出 口 と
マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 が 重 な ら な い よ う に 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 第 ２ 吹 出 口 よ り 異 物 を 侵 入 さ せ た 場 合 で も 直 接 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 に 触
れ る こ と が な く 、 安 全 性 が 確 保 さ れ る 。 ま た 、 ほ こ り 等 も マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 近 傍 に
侵 入 し づ ら く 、 ほ こ り 付 着 に よ る マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 の 性 能 低 下 も 抑 制 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ 記 載 の 暖 房 装 置 は 、 ダ ク ト と 第 ２ 吹 出 口 の 連 通 路 に 所 定 の 開 口 を 有 し た
遮 熱 板 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 遮 熱 板 を 設 け る こ と に よ り 燃 焼 時 の 高 温 ガ ス に よ る 輻 射 熱 の 影 響 を 軽 減 す る こ
と が で き 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 及 び 未 燃 ガ ス 吸 着 体 の 温 度 上 昇 を 抑 え る と と も に 、 遮
熱 板 に 所 定 の 開 口 を 設 け て い る た め 、 燃 焼 中 に お い て 前 記 開 口 よ り 送 風 フ ァ ン か ら 供 給 さ
れ る 室 内 空 気 を 吸 着 体 に 流 す こ と が で き 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 及 び 吸 着 体 の 温 度 を よ
り 低 温 に 保 つ こ と が で き る た め 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 の 経 年 的 な 性 能 の 安 定 化 と 、 消
火 時 に お け る 高 い 吸 着 性 能 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 の 暖 房 装 置 の 断 面 図 、 図 ２ は 制 御 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ に お
い て 、 １ １ は 燃 料 を 燃 焼 さ せ る バ ー ナ で 、 こ の バ ー ナ １ １ で 生 じ た 燃 焼 排 ガ ス を 上 方 へ 導
く よ う に 配 設 し た 燃 焼 筒 １ ２ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ ３ は 燃 焼 筒 １ ２ を 覆 い 室 内 空 気 と 燃 焼 ガ ス を 混 合 し て 第 １ の 吹 出 口 １ ４ に 導 く 温 風 経
路 を 形 成 す る ダ ク ト で 、 本 体 背 面 に は 室 内 空 気 を 吸 引 し 、 ダ ク ト １ ３ 内 に 供 給 す る 送 風 フ
ァ ン １ ５ を 備 え て い る 。 こ の 送 風 フ ァ ン １ ５ か ら 導 入 さ れ る 室 内 空 気 と 燃 焼 部 １ １ か ら 発
生 す る 高 温 ガ ス が 燃 焼 筒 １ ２ の 開 口 部 １ ２ ａ よ り 排 出 さ れ た 後 、 混 合 さ れ 、 第 １ の 吹 出 口
１ ４ よ り 温 風 と な っ て 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 ダ ク ト １ ３ に は 前 記 燃 焼 筒 １ ２ の 開 口 部 １ ２ ａ よ り 上 方 に 連 通 口 １ ３ ａ が 設 け て
あ り 、 そ の 下 流 側 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 １ ６ を 配 設 し 、 そ れ と 対 向 す る パ ネ ル １ ７ に
は 前 記 ダ ク ト １ ３ の 連 通 口 １ ３ ａ に 連 通 し た 第 ２ の 吹 出 口 １ ８ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 １ ６ と 第 ２ の 吹 出 口 １ ８ の 間 に は 、 ハ ニ カ ム 状 の 吸 着
体 １ ９ が 設 け て あ り 、 こ の 吸 着 体 １ ９ に は 、 例 え ば 酸 化 チ タ ン 等 の 触 媒 を 担 持 し て あ る 。
さ ら に 、 こ の マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 １ ６ は 第 ２ の 吹 出 口 １ ８ か ら 異 物 を 侵 入 さ せ た 場 合
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で も 直 接 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 １ ６ に 触 れ る こ と が な い よ う に 、 ハ ニ カ ム 状 開 口 の 延
長 線 上 に 第 ２ 吹 出 口 １ ８ と マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 １ ６ が 重 な ら な い よ う に 傾 斜 さ せ て 配
設 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 ダ ク ト １ ３ の 上 方 に 設 け た 連 通 口 １ ３ ａ の 上 流 側 に は 所 定 の 開 口 を 有 し た 遮 熱 板
２ ０ を 配 設 し て あ る 。 ２ １ は 制 御 部 で 、 室 温 や 操 作 部 で 設 定 さ れ た 運 転 条 件 等 に 基 づ い て
送 風 フ ァ ン １ ５ や 燃 焼 部 １ １ の 燃 焼 条 件 を 予 め 決 め ら れ た シ ー ケ ン ス で 制 御 す る よ う に し
て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 し た 構 成 に お い て 、 燃 焼 部 １ １ で 生 じ た 高 温 の 燃 焼 排 ガ ス は 燃 焼 筒 １ ２ の 上 方 へ 流
れ て い き 、 ダ ク ト １ ３ 内 で 送 風 フ ァ ン １ ５ か ら の 室 内 空 気 流 と 混 合 さ れ 、 第 １ の 吹 出 口 １
４ よ り 温 風 と し て 排 出 さ れ て 暖 房 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 送 風 フ ァ ン １ ５ か ら の 空 気 流 の 一 部 は 連 通 口 １ ３ ａ よ り 取 り 出 さ れ 、 第 ２ 吹 出 口
１ ８ よ り 排 出 さ れ る が 、 そ の 過 程 で マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 １ ６ に よ っ て マ イ ナ ス イ オ ン
が 付 加 さ れ 、 そ し て 、 触 媒 を 担 持 し た 吸 着 体 １ ９ を 通 過 す る と き に 空 気 浄 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 制 御 部 ２ １ は 室 温 や 操 作 部 で 設 定 さ れ た 運 転 条 件 等 に 基 づ い て 送 風 フ ァ ン １ ５
や 燃 焼 部 １ １ の 燃 焼 条 件 を 予 め 決 め ら れ た シ ー ケ ン ス で 制 御 し 、 特 に 、 着 火 時 と 消 火 時 に
は 、 一 時 的 に 送 風 フ ァ ン １ ５ を 停 止 し て 、 燃 焼 部 １ １ で 発 生 し た 未 燃 ガ ス が ド ラ フ ト で 第
２ の 吹 出 口 １ ８ よ り 排 出 す る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 、 第 １ の 吹 出 口 １ ４ に 加 え て 第 ２ の 吹 出 口 １ ８ を 追 加 し て 設 け て あ る の で 、 送 風
フ ァ ン １ ５ か ら の 室 内 空 気 流 の 排 出 面 積 が 増 加 し て 通 気 抵 抗 が 減 少 し 、 そ の 分 、 送 風 フ ァ
ン １ ５ の 室 内 空 気 を 吸 い 込 む 能 力 、 す な わ ち 送 風 フ ァ ン １ ５ の 送 風 量 が 増 大 す る よ う に な
り 、 室 内 の 気 流 分 布 及 び 温 度 分 布 の 均 一 化 が 促 進 さ れ 、 快 適 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ 吹 出 口 １ ８ と 連 通 し た 連 通 口 １ ３ ａ の 下 流 側 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 １ ６
を 配 設 し て あ る の で 、 閉 め 切 っ た 部 屋 で 長 時 間 使 用 さ れ て も マ イ ナ ス イ オ ン が 補 充 さ れ 、
プ ラ ス イ オ ン と マ イ ナ ス イ オ ン の 比 が 大 き く な り す ぎ る の を 防 止 で き 、 室 内 空 気 を 高 品 位
に 保 ち つ つ 室 内 全 体 も 暖 房 す る こ と の で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 空 気 流 路 の 適 所 に マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 １ ６ を 配 設 し て あ る の で 、 マ イ ナ ス
イ オ ン 発 生 手 段 １ ６ か ら 放 出 さ れ た マ イ ナ ス イ オ ン を 温 風 に よ っ て 部 屋 全 体 に ま で 到 達 さ
せ る こ と が で き る よ う に な り 、 マ イ ナ ス イ オ ン 効 果 を よ り 効 果 的 に 発 揮 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 １ ６ と 第 ２ 吹 出 口 １ ８ の 間 に 未 燃 ガ ス 吸 着 体 １ ９ を 配 設
し て あ る の で 、 着 火 時 、 消 火 時 に 発 生 す る 未 燃 ガ ス を 効 果 的 に 吸 着 さ せ る こ と が で き 、 臭
気 低 減 効 果 も 兼 ね 備 え た も の と な り 、 使 用 感 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 未 燃 ガ ス 吸 着 体 １ ９ は 触 媒 を 担 持 す る こ と で 、 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段 １
６ よ り 発 生 す る マ イ ナ ス イ オ ン に よ り 活 性 化 さ れ て 、 よ り 吸 着 性 能 が 高 め ら れ 、 空 気 浄 化
性 能 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ し て 、 着 火 時 と 消 火 時 に 一 時 的 に 送 風 フ ァ ン １ ５ を 停 止 さ せ 、 第 １ 吹 出 口 １ ４ へ の 燃
焼 ガ ス の 流 れ を 止 め 、 ド ラ フ ト 作 用 で 連 通 口 １ ３ ａ よ り 第 ２ 吹 出 口 １ ８ へ 燃 焼 ガ ス を 導 く
こ と で 、 臭 気 低 減 効 果 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 暖 房 装 置 の 断 面 図
【 図 ２ 】 同 装 置 の 制 御 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 従 来 の 暖 房 装 置 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ １ 　 バ ー ナ
　 １ ２ 　 燃 焼 筒
　 １ ２ ａ 　 燃 焼 筒 開 口 部
　 １ ３ 　 ダ ク ト
　 １ ３ ａ 　 連 通 口
　 １ ４ 　 第 １ の 吹 出 口
　 １ ５ 　 送 風 フ ァ ン （ 送 風 手 段 ）
　 １ ６ 　 マ イ ナ ス イ オ ン 発 生 手 段
　 １ ８ 　 第 ２ の 吹 出 口
　 １ ９ 　 未 燃 ガ ス 吸 着 体
　 ２ ０ 　 遮 蔽 板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

(8) JP 2005-69651 A 2005.3.17


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

